
長野県 林務部

長野県における木質バイオマス
利用の取組について



県民の主体的な参加により、森林の多面的な機能を持続的に発揮できるよう森林づくりを進める。

2004.10.14 長野県ふるさとの森林づくり条例制定

2005 6月 条例に基づく「森林づくり指針」策定

多様な森林をバランスよく配置し
多面的機能を持続的に発揮

森林と人との新たな絆の構築

策定から５年経過し、森林・林業を
取り巻く情勢が大きく変化

情勢の変化を受けて、現行の指針
に不足する内容を加えることが必要

2009 指針改正

条例第９条の規定により、
県の森林づくりに関する基
本的な展開方向を定める
もの





木質バイオマスを利用することの意義

利用する

植える

育てる

伐る

森林資源の循環サイクル

下刈り

間伐

地域内の森林資源を活用す
ることで、地域の経済活動も
活性する。

地方創生の目指す姿



【例：１本の伐倒木】

Ａ材・Ｂ材

Ｃ材・Ｄ材

Ｃ材・Ｄ材

【Ａ材・Ｂ材】 （直材・小曲がり材等）

主に建築用・合板用として市場や加工施設へ流通。伐採木の
50%程度を占め、県内(2013)では約35万㎥流通。

【Ｃ材・Ｄ材】
（曲がり材、梢端、枝条、根元等）

主にパルプ・チップ用として県内のチッ
プ工場へ流通。発生量は伐採木の50%
程度を占め、そのうち流通するものは、
県内(2013)では約９万㎥。

現状
※実際には、Ａ・Ｂ材生産の際に相当量存在するが、パルプ・
チップを中心とする県内需要が限られるため、行き場がなく、
山に残材として残されるケースが多い。（推定２６万㎥）

・森林組合や素材生産事業体からは、C・D材の受け皿としてバイオマス発電施
設に期待する声が大きい。

・松くい虫被害材（現地チップ化）が、発電施設向けに販売が可能。

原木

県産材の木質バイオマスエネルギー利用について



地域で広がるペレット事業

※県内５箇所に製造施設を設置

・上伊那森林組合 ＜2003＞

・南信バイオマス（協） ＜2004＞

・長野森林組合 ＜2010＞

・いいづなお山の発電所 ＜2015＞

・（株）青木屋 ＜2016＞

日本木質ペレット協会認証第一号
上伊那森林組合 ピュア１号

上伊那森林組合（伊那市）2003．１２設置



長野県における木質（ペレット）バイオマス利用の取組み

年 度 内 容

2003 県内初の木質ペレット製造施設が誕生（上伊那森林組合) 生産目標1750ｔ/年

2004 県内2番目の木質ペレット製造施設が誕生（南信バイオマス事業協同組合) 生産目標800ｔ/年

2005 信州型ペレットストーブとして3機種を認定

2006 森のエネルギー推進事業開始 個人向けペレットストーブ支援（～2017継続中）

2010 県下3番目の木質ペレット製造施設（長野森林組合） 生産目標400ｔ/年

2015
ペレットストーブ 2,061台 ボイラ37台
県下４番目の木質ペレット製造施設（いいづなお山の発電所）

※発電用枝条ﾍﾟﾚｯﾄ 年600t（2015実績）

2016
県下５番目の木質ペレット製造施設（（株）青木屋） 生産目標 140t
※製材端材を利用

ペレットストーブ導入支援台数 （累計）2,206台



年度
ボイラーの燃料種別 年度計

ペレット チップ 薪

～2011 ２９ １ ２ ３２

2012 １ ０ ０ １

2013 ２ ２ ４ ８

2014 ２ １ ６ ９

2015 ３ ０ ３ ６

2016 ０ １ ０ １

計 ３７ ５ １５ ５７

県内のバイオマスボイラーの導入実績



長野県の県産材利用促進の取組

信州F・POWERプロジェクト
［背景］・県内の森林資源が成熟

・原木生産量のうち、約１/３が県外へ丸太のまま流出

・全国に生産性の高い大規模木材加工施設が増加

・再生エネルギー固定価格買取制度がスタート

［目的］

県内の森林資源を県内で安定的に活用できる需要を創設することで、

県内林業の振興につなげる。

また、県外・海外の木材製品と競争できる

効率的な加工体制を整える。

［内容］

・集中型木材加工施設

・バイオマス発電施設





長野県内の独創的な取組（木質バイオマス利用）

○独創的な木質バイオマスの熱利用の促進策として、㈱ディーエルディーの薪生産・流通システムへの支援
（森のエネルギー総合推進事業等）や、地域振興券で薪材を買い取るシステムづくりへの支援（信州
の木活用モデル地域支援事業等）を実施。

○今後、こうした取組をさらに拡大させつつ、住民参加による木質バイオマスボイラを利用した小規模な地域
熱利用や、農業用バイオマスボイラの普及促進の取組等を展開し、地域全体のバイオマス利用システムを
「点」ではなく、「線」や「面」で広げていくことが重要。

【㈱ﾃﾞｨｰｴﾙﾃﾞｨｰの薪生産・流通】（伊那市）

★特長
・本業は薪ストーブ・ボイラの
販売事業

・ユーザーに対する薪の安定
供給のため、軽トラによる
薪の宅配を展開

・地域の自伐林家等の副収入
にも繋がっている

【薪の新たな生産・流通の仕組みづくり】

自伐林家の育成（塩尻市） 地域振興券による経済循
環（生坂村）

【今後の展開】

○バイオマス熱利用に係る先進的取組を県内各地へ拡大
○市民ファンド等による小規模地域熱利用の取組を促進
○農業用バイオマスボイラの普及促進と燃料安定供給の
仕組みの構築 等
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